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背景 

⚫ SNS 等を悪用した詐欺行為、闇バイトの募集、有名人へのなりすまし、誹謗中傷などが後を絶た

ず、大きな社会問題となっている。 

⚫ 世代を問わず、新聞やテレビを見ない人が増加しており、従来の情報伝達方法だけでは周知が困

難となっている。 

⚫ 広島県警をはじめ関係機関においても SNS や動画共有サイトによる情報発信を行っているが、

視聴回数などから判断して十分効果を発揮しているとは言えない。 

⚫ 極めて重要な「サイバー空間の脅威」に関する内容であっても視聴回数 500～1000 回（YouTube）

にとどまり、ほぼ見られていない。（YouTube 広島県警公式チャネルには 259 本の動画） 

⚫ 一方、SNS 型ロマンス詐欺と投資詐欺の啓発動画（詐欺のうた）は、1,124 万回（X）、38 万回

(YouTube)視聴されている。（令和 6 年 11 月 14 日現在） 

 

検討課題 

１．保有しているコンテンツの有効活用 

  ・時間が経過しても有益な内容は多いため、一部見直しを行い再度掲載する 

  ・タイトル、概要、サムネイルなどを見直す 

２．異なるメディア間での密な連携を行う 

  ・県警公式サイトや他の SNS などへの掲載（リンク・バナー等）を繰り返し実施 

  ・報道機関など他組織のサイトへのリンク掲載依頼（バナー広告等） 

３．サポータ（インフルエンサー等）との連携 

  ・SNS 流の広告手段を活用 

  ・損失を抑制することによる経済効果にも目を向ける 

４．キャッチーなタイトル、サムネイル、動画等を使ったコンテンツ作成 

  ・保有している重要なコンテンツへの誘導も意識する 

 

以上 
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【参考】 

YouTube  38 万 視聴 

X  1,124 万 再生 

259 本の動画 


